
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第７２号 

２０２０年７月２０日 

編集兼発行人 

谷口 正俊 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

ひまわり畑 
撮影者：伊藤 泰生 
撮影日：2019 年８月 25 日 
カメラ：Canon EOS 60D 
焦点距離:38mm Ｓ速度:1/640 絞り:f11 

撮影場所：国営ひたち海浜公園 
撮影余話：国営ひたち海浜公園には四季折々の
花を求めて何度も通っている。真夏の炎天下で
一斉に咲いた向日葵群を観覧台に上って見た。 
太陽の動きを追って花が回る｢太陽の花｣と言

われる。夏の風景は向日葵がよく似合う。こち
らに向かって咲く姿が人の顔に似ている。日光
の眩しさを抑えるために、暗い側に露出補正し
て撮影した。後ろに見えるのは、移築された茅
葺古民家で田舎の風情が出ている。 
 

支 部 動 向 

２．茨城支部・同好会の活動状況 
新型コロナウイルス感染症のパンデミックの発生に
より、５月 22日に開催を予定していた第 118 回支部
総会を中止した。３月２日より自粛していた泉山拠
点での活動を６月 19 日に施設管理者の利用条件に
従い活動を再開した。 

３．支部役員の交代 
下記２名の役員交代が支部役員会で承認された。 
同好会幹事長 若島 喜和氏(河島 弘明氏退任) 
水戸地区役員 佐藤 昭宏氏(齋藤 満男氏退任) 

４．会員の動向 
１）新入会員 

６月 18 日役員会で新入会員１名が承認され、支部
会員総数は 980 名(前年同期比 26 名減)となった。
今後とも会員勧誘の呼びかけをお願いしたい。 

２）米寿・喜寿到達者の紹介 

支部総会が中止となったので紙上で紹介する。 
(敬称略 生年月日順) 

2-1)米寿祝 17 名：1932(昭和７)年生れ 
横見 迪郎   村田  守   阿部  章  
小原 哲夫   福岡 卓二   笹間 純也 
東  敏彦   青木 直司   岩橋  勲 
鎌田  洋   仙北谷克男   天野比佐雄 
五十嵐彗夫   宮村  修   山口 栄三 
茶園 悦男   松井  雄    

2-2)喜寿祝 45 名：1943(昭和 18)年生れ 
安藤  壽   雨堤 祥二   永野 洋介 
山中 邦夫   鷹栖 征勝   田中 知行 
木内  正   高橋 秀信   三澤  豊 
大野八洲男   丸岡 紘一   山出  毅 
阿部 義廣   神谷 宏之   鹿庭 清司 
神長 功    福田 悦博   野元 康徳 
渡辺 孝    平石 信雄   落合 兼寛 
住川 雅晴   松﨑 四郎   本間 正敏 
渡辺 英雄   御供 正喜   田川 光夫 
荻原  章   射場 大造   中村 正昭 
門馬 直弘   黒澤 幸夫   山川 正剛 
小井戸正之   天野 至文   上野 洋二 
千葉 優明   佐々木朝明   千葉  實 

  長島 重和   渡邊 勝好   増田 博之 
  鹿森  保   金子 紀夫   辻  邦雄 

茨城支部からのお知らせ 
＊日立社友クラブ理事会報告：第 69 期第２回 
・本部会員総数は 7,359名となった。 
・10 月開催予定の第 70 回総会が中止となった。 

＊茨城支部役員会報告：2020年６月 
・新型コロナウイルス下における今後の支部活動
は、ワクチン・治療薬が普及するまでは支部ホー
ムページ及び支部便り 71号掲載の｢新型コロナウ
イルス対策のお願い｣を念頭に、施設利用時は施
設管理者の要請に従い活動を行うこと。 

１．活動拠点の一時移転 
日立オリジンパーク建設に伴い大みかクラブより大
みか事業所泉山クラブに一時移転し、2020年２月３
日より 2021年６月 30 日の間、泉山拠点で活動する。 

 

｢日立オリジンパーク｣(仮称)完成イメージ 日立 HP より 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 

１ 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://hitachi-rika.sakura.ne.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生誕地台湾に行ってきました 
予期せぬ出会いに感涙         香川 伸夫 

会員投稿 (第７２回 ) 

た
学
校
の
寄
宿
舎
で
生
ま
れ
た
の
で
す
。 

 
 

 
生
誕
地
の
発
見 

そ
の
頃
の
こ
と
を
全
く
覚
え
て
い
な
い

私
で
し
た
が
、
傘
寿
近
く
に
な
っ
て
妙
に

ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
み
た
く
な
り
、
ダ
メ
モ

ト
で
台
湾
の
そ
れ
ら
し
き
機
関
に
メ
ー
ル

を
し
ま
し
た
。
六
十
年
前
に
と
っ
た
戸
籍

抄
本
の
写
し
を
大
事
に
持
っ
て
い
た
の

で
、
そ
こ
に
あ
る
所
番
地
を
入
れ｢

現
在
の

地
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い｣
と
。 

そ
う
し
た
ら
数
日
後
返
事
が
届
き
ま
し

た
。｢

ぴ
っ
た
り
正
確
な
位
置
ま
で
は
分
か

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
亀
山
國
民
小
學

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
日
本
統
治
時
代
に

亀
山
公
學
校
だ
っ
た
所
で
、
戦
後
に
現
在

の
亀
山
國
民
小
學
と
な
り
ま
し
た
。
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
で
桃
園
市
亀
山
國
小
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
れ
ば
、
学
校
の
場

所
が
出
て
き
ま
す｣

と
。
驚
き
ま
し
た
、
こ

れ
ほ
ど
詳
し
く
教
え
て
貰
え
る
な
ん
て
。 

 

私
は
す
ぐ
に
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
飛
び

つ
き
ま
し
た
。
結
果
は｢

目
か
ら
鱗｣

、
検
索

し
た
地
点(

学
校)

が
は
っ
き
り
と
確
認
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
学
校
と
付
近
の
写
真

が
十
数
枚
も
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
想
定
外
の
発
見
は
、
私
を
台
湾
訪

問
の
旅
へ
駆
り
立
て
る
の
に
十
分
で
し

た
。｢

台
湾
に
行
く
！｣

と
心
を
決
め
、
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
を
進
め
る
一
方
、
私
は
兄(

四

歳
上
日
本
生
ま
れ)

に
行
く
こ
と
を
電
話

し
た
ら
、
兄
が
親
爺
の
ア
ル
バ
ム
か
ら
一

枚
の
写
真
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

写
真
が
貴
重
で
し
た
。
運
動
会
の
も
の
で

騎
馬
戦
の
格
好
を
し
た
子
も
い
る
集
合
写

真
で
顔
も
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
で
し
た

私
は
昭
和
十
四
年

台
湾
で
生
ま
れ
、
戦

前
・
戦
中
を
台
湾
で

過
ご
し
ま
し
た
。
父

が
教
員
で
、
赴
任
し

が
、｢

大
渓
國
民
学
校
・
昭
和
十
八
年｣

と
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
写
真
を
見
て
初
め
て
分

か
っ
た
の
で
す
が
、
家
族
は
、
亀
山
だ
け
で

な
く
大
渓
の
方
に
も
居
た
の
で
す
。
私
は

ま
た
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
懸
命
に
検
索

し
た
ら
大
渓
國
民
小
學
を
探
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
思
い
は
急
展
開
、
私
は
二
つ
の

学
校
を
訪
ね
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
た

だ
勝
手
に
日
に
ち
を
決
め
て
突
然
訪
問
し

て
は
学
校
に
失
礼
だ
と
思
っ
た
の
で
、｢

学

校
と
そ
の
周
り
を
見
せ
て
戴
く
だ
け
で
結

構
で
す
の
で･

･
･
｣

と
、
日
本
語
と
下
手
な

英
語
で
書
い
た
手
紙
を
両
学
校
へ
送
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
出
発
の
前
日
に
ウ
エ

ル
カ
ム
の
返
事
が
届
き
ま
し
た
。 

生
誕
地｢

台
湾
桃
園
市｣

訪
問 

 

こ
う
し
て
私
は
、
平
成
三
十
年
六
月
十

五
日
台
湾
桃
園
市
の
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
初
め
は
地
理
的
に
近
い
大
渓
國
民
小

學
で
し
た
。
学
校
で
は
私
の
到
着
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。
直
ぐ
に
展
示
室
と
言
う
の

で
し
ょ
う
か
創
立
以
来
の
写
真
や
書
籍
を

並
べ
て
あ
る
部
屋
へ
案
内
さ
れ
、
昭
和
十

八
年
の
教
師
が
並
ん
で
い
る
写
真
を
指
し

て
、｢

こ
こ
に
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
が
写
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
も
あ
り
ま
す｣

と
昭
和

十
九
年
の
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
驚

い
た
の
は
、

昭
和
十
八

年
の｢

学
籍

簿｣

な
る
書

類
の
綴
り

の
中
か
ら
、

父
が
書
い

た
評
価
欄

の
一
箇
所

を
見
せ
て

く
れ
、｢

お

父
さ
ん
の

昭和 18 年の父たちの写真 

先
生
方
が

並
ん
で
い

る

写

真

で
、
写
っ

て
い
る
人

の
名
前
が

カ
バ
ー
紙

に
載
っ
て

い
る
の
で

し
た
。
ま

た
、｢

こ
の

池
は
今
も

あ
り
ま
す

か
ら
行
き

ま
し
ょ
う｣

と
校
庭
に
案
内
さ
れ
、
池
と
そ

の
横
に
立
つ
楠
木(

ク
ス
ノ
キ)

と
、
さ
ら

に
、
そ
の
奥
に
私
が
生
れ
た
寄
宿
舎
の
跡

地
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
校
長
先

生(

下
記
写
真
筆
者
左
側
の
女
性)

が
大
き

な
楠
木
を
指
さ
し
、｢

あ
な
た
は
こ
こ
で
生

ま
れ
た
の
で
す
。
こ
の
楠
木
は
、
あ
な
た
の

お
父
さ
ん
の
こ
と
も
あ
な
た
の
こ
と
も
知

っ
て
い
る
木
で
す｣

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
涙
を
こ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

両
校
と
も
、
一
人
の
日
本
人
の
た
め
に
、

直
筆
で
す
よ｣

と
言
わ
れ
た
時
は
感
動
で

涙
が
出
ま
し
た
。
こ
ん
な
、
七
十
数
年
前

の
、
戦
時
中
の
、
日
本
統
治
時
代
の
資
料
が

整
然
と
残
っ
て
い
る
な
ん
て
夢
に
も
考
え

な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
、
眼
前
に
あ
る
現
実

に
た
だ
た
だ
驚
愕
で
し
た
。 

大
渓
か
ら
小
一
時
間
離
れ
た
所
に
、
亀

山
國
民
小
學
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
年
創

立
百
周
年
を
迎
え
る
伝
統
校
で
す
。
こ
こ

で
も
先
生
方
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
や
は

り
、
展
示
室
に
案
内
さ
れ
て
八
十
周
年
・
九

十
周
年
記
念
誌
を
開
い
て
、｢

こ
こ
に
あ
な

た
の
お
父
さ
ん
の
写
真
が
あ
り
ま
す｣

と

見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
池
の
周
り
に

池の周りでの写真(左端が父) 

古
い
資
料
か
ら
調
べ
、
最
大
級
の
お
も
て

な
し
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

私

の

旅

は
往
復
五

日
間
で
し

た
。
そ
の
中

の
一
日
で
、

人
生
の
何

十
年
分
か

を
噛
み
し

め
た
よ
う

な
気
持
ち

で
す
。
紙
面

の
関
係
で

香
川
伸
夫
氏 

連
絡
先 

〒319-1222 

日
立
市
久
慈
町
５-

40-

11 

電
話:

0294
-52-

5445 

メ
ー
ル:ka

gnob
3@ne

t1.j
way.

ne.j
p
 

 

書
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
北
市
の
戸
政

事
務
所(

市
役
所)

へ
行
っ
た
ら
、
亀
山
、
大

渓
に
居
た
時
の
戸
籍
簿
が
出
て
き
て
驚
い

た
。
こ
の
旅
を
通
じ
て
ガ
イ
ド
さ
ん
に
も

本
当
に
親
切
に
し
て
貰
い
ま
し
た
。 

旅
を
通
じ
て 

こ
の
旅
を
通
じ
て
感
じ
る
こ
と
は
、
台

湾
の
方
た
ち
は
、
昔
の
こ
と
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。
日
本
統
治
時
代
に
色
々
恨
み

辛
み
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
け
ど
、
根
底
で
は

心
が
繋
が
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
今
日
が
あ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
特
に
、
学
校
の
創

立
記
念
誌
の
中
に
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に

亘
る
日
本
の
教
育
の
心
が
伝
わ
っ
て
い
る

気
が
し
ま
し
た
。
私
の
父
も
、
ど
の
程
度
か

分
か
ら
な
い
け
ど
、
少
な
か
ら
ず
貢
献
し

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

感
動
の
旅
で
し
た
。 

帰
っ
て
直
ぐ
父
母

の
お
墓
へ
報
告
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 対応いただいた先生たちと 
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会員のたより  

同好会行事に参加して 

３ 

リレー随筆（７２） 

私の写真ライフ     大津 博昌         

なり状態で数本
の主幹に相当す
る幹がそれぞれ
寄り添うように
調和しており、
満開の時は釘付
けになるほど美
しい。この桜は
畑の中にポツン

1999 年に工場生活が終わり無期限の
休暇状態が続くようになって、これか
らの時間を如何に有効活用するか考え
た時、デジカメクラブの撮影会の案内
があり、この誘いに乗ったのが趣味と
しての写真ライフの始まりである。 

現役の時は、私生活すべてにおいて妻に苦労をかけ
たので、時間ができたのを機に、妻が好きな温泉旅行、
各地方の花めぐりのドライブ旅行等々をカメラ持参で
一緒に出かけるようになった。なかでも名前が付いて
いる一本桜が好きで、春になると花期を現地事務所等
に問合せ、同時期に咲く銘木を一筆書きのように追い
かけるようになった。 
私達夫婦は福島県出身のため郷土には愛着がある。

福島県には日本三大桜の｢三春の滝桜｣を筆頭に全国桜
の銘木・巨木に登録されている一本桜が非常に多く、
三春地方から東北にかけての国道 349 号線沿いは桜回
廊と言われ、数多くの銘木が存在する。例えば１日で
回れる代表的なルートとして、小野町の｢永泉寺の桜｣
から｢小沢の桜｣｢紅枝垂れ地蔵桜｣｢中田の忠七桜｣｢上
石の不動桜｣｢天神夫婦桜｣｢塩の崎の大桜｣｢合戦場の枝
垂れ桜｣と辿るコースが面白い。本来ならこの後に川俣
町の｢秋山の駒桜｣を加えれば良いのだが若干遠いのが
難点。いつの日か訪れたいと思っている。 
福島県には三春地方の他、会津地方に｢会津五桜｣と

言われる五本の銘木がある。中でも大河ドラマの八重
の桜で紹介された会津若松市にある樹齢 650 年の｢石
部桜｣は一見に値する江戸彼岸桜の銘木で、株元は根連

とあるので非常
に目立つ桜であ
る。 
２年前には２

泊３日の旅で、
山梨県の北杜市
にある日本三大
桜の｢山高神代
桜｣を心行くま
でカメラに収め
た。この桜は日

石部桜 

本最古の桜で樹齢 2000 年を越えるともいわれ、老木が
ゆえに主幹が枯れて朽ち果て、かろうじて生きている
根本付近から数本の枝が伸びて、これが立派に生い茂
り満開の花を咲かせている。もう二度と見ることはな
いと思うと感慨深い。 
日本三大桜のもう１本が岐阜県本巣市にある樹齢

1500 年の｢根尾谷の淡墨桜｣があるが、現在の体力を考
えると訪れるのは難しい。近隣の銘木として、いわき
市小川諏訪神社の樹齢 500 年の枝垂桜のライトアッ
プ、石川町の｢高田桜｣等記憶に残る桜は数えきれない
ほどあるがこの辺でペンを置く。 

 

山高神代桜 

「歩こう会」       加原 俊樹 

た  人間足腰が弱ると良いことが無いと言わ
れる。そこで毎日一万歩を目標に歩くこと
にし、歩こう会には極力参加している。令
和元年度は残念ながら都合により４月の第

76 回歩こう会｢水戸千波湖の桜散策｣のみの参加であっ
た。水戸駅南口集合で 10 時頃から千波湖に向かって歩
き始め、千波湖のほとりで桜を楽しんだ後に桜山に向
かった。桜山に登る手前、常磐線を挟んで偕楽園の吐玉
泉と対になる所に徳川斉昭公によって作られた噴水が
残されていた。当時の遺構に驚くと共に、斉昭公が土木
工学にも秀でた人物であったことが偲ばれた。護国神
社に参拝し、ペリリュー島慰霊碑に立ち寄った。ペリリ
ュー島の戦では玉砕にも関わらず島民に一人の犠牲者
も出さなかったことで、パラオの人々から敬われてい
る。さくら公園で昼食後水戸駅南口に戻り、４時間弱の
充実した時を過ごした。 
 

反映していただけるので効率よく探鳥を楽しめる。
2019年２月の涸沼での探鳥会では翼を広げると２ｍを
超えるオオワシが涸沼の上空を飛翔する雄大な姿を撮
影することができて大変感動した。オオワシは冬にな
るとロシヤ極東から北海道に越冬のために飛来するこ
とは知っていたが、涸沼まで来る個体がいるのは知ら
なかったので大変驚いた。野鳥の生態に詳しい会員の
お陰だと感謝している。個人での野鳥観察は野鳥の生
態に詳しくないと難しいので、この会に入って楽しま
れることをお勧めする。 

 

「野鳥・自然観察」    中村 浩三 
２年ほど前から野鳥・自然観察グループ

が主催する月例探鳥会に参加し、野鳥の観
察と写真撮影を楽しんでいる。探鳥会では
出会った野鳥の名前や生態について野鳥に

詳しい会員にその場で教えていただけるので大変勉強
になる。また日本野鳥の会の会員で野鳥の飛来状況に
ついて詳しい方がいて、探鳥会の場所や時期の選定に

「ＰＣ基礎講座」     本宮 公夫 
 同好会でのパソコンとの出会いは会瀬
クラブの基礎講座であった。山田和夫さん
他沢山の講師の方々に基礎を教えていた
だき感謝に堪えない。当時はハガキ１枚作

るのにＦＤを１枚要した。支部便りが発行された頃に
は大越さんが世話人で、パソコングループの会場も東
暁館に移った。団地の自治会長を務めた時はワードで
作る書類も多く、ここで差し込み文書の作り方も学ん
だ。その後｢ＰＣ基礎講座｣として新たな展開があり、大
越さん・安田さん他沢山の講師の方々から次から次と
基礎から最新テクニックまでを時間をかけて教えてい
ただいている。なかなかついて行けない事もあるが何
度でも聞き直し、また他の方の質問もよく聞き理解す
るように努力して行きたい。最近経験した Web ミーテ
ィングも大変刺激になった。これからも継続して参加
したいので今後ともよろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．第８５回研修会【電力中央研究所塩原、他】 

栃木県の電力中央研究所塩原実験場見学(1.5 時間
の予定)、黒羽の大雄寺参拝、黒羽芭蕉の館を見学し
ます。途中ハニー牧場で昼食。皆様の参加を歓迎しま
す。ご家族の参加も歓迎します。 
・開 催 日：９月 29日(火) 
・集 合：大甕駅前(常陽銀行大みか支店前)7：00 
   茨城交通日立南営業所(旧電鉄南営業所)7：15 
・帰  着：大甕駅前  18：00頃の予定 
・会 費：6,000 円の予定(バス、昼食代、他) 
・募集人員：先着 40名(ｺﾛﾅで 22名の時は 9,000円) 
・申込締切 ８月７日(金) 
住所、氏名、電話番号、乗車場所を連絡ください。 

・申 込 先：奥村 清 
Tel：090-1252-7396 Fax:0294-36-0308 

E-mail：kiyoshi-okumura@net1.jway.ne.jp 
 

同好会の行事ご案内（８月～１０月） 

１．第 82回歩こう会【常陸太田市歴史の街を歩く】 

常陸太田の源氏川沿いと歴史ある街中を歩きます。 
・開 催 日：９月 15日(火) 雨天 10月１日(木) 
・集 合：山吹運動公園駐車場 午前 10時 
・コ ー ス：山吹運動公園発→源氏川堤防→正宗寺→

ブドウ園(昼食)→馬場八幡宮→旧太田中学講堂
→舞鶴城跡→若宮八幡宮→山吹運動公園着 
距離約８km 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具、マスク等 
・会 費：200円(非会員 500 円) 
・ ９月８日(火) 
・申 込 先：石橋 康正 

Tel：0294-37-0439 Fax:0294-37-3725 
E-mail：yasumasa_ishibashi@ybb.ne.jp 

３．定例行事予定一覧(開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
8 月 9 月 10 月 

野鳥･自然観察 
グループ 

藤原延弘  0294-34-4039 
ntit.fjwr@nifty.com 

休み   ―   ― 

参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 28(月)  粟 原 
  9:00～ 
12:00 

  26(月) 
赤羽緑地・ 
久慈川河口 

  9:00～ 
 12:00 

囲碁の会 

日立 
地区 

真鳥岩男  0294-74-5285 
sp8k8z59@lake.ocn.ne.jp 

19(水) 
26(水) 

9(水)   
大会 
23(水) 

14(水) 
28(水) 別途指定 

 10:00～ 
(大会 
 9:30～) 

参加費：\100/回 
大会：\1000 

28(金) 25(金) 23(金) 

勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

20(木) 17(木) 
15(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

 9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
並木慎一郎 029-283-1476 
s-namiki@themis.ocn.ne.jp 

24(月) 28(月) 26(月) 
らぽーる 
ひたち 

 9:45～ 参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
村上勝雄  0294-24-2430 
mkattyan@herb.ocn.ne.jp 

12,19, 
26(水) 

2,9, 
16(水) 

7,14, 
21(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

溝口忠憲  029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 

3(月) 7(月) 5(月) 別途指定 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

写真五七五 
細江 徹  0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

6(木) 4(金) 2(金) 別途指定 
  9:00～ 
 12:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進  0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

4(火) 1(火) 6(火) 別途指定 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\200/回 
昼食別途 

基礎講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

18(火) 8(火) 13(火) 別途指定 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

勝田地区 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

25(火) 29(火) 27(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\700/回 

Office 
基本講座 

安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

27(木) 24(木) 22(木) 別途指定 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

 注）旅行会(連絡先；溝口忠憲)は、開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  

* 
訃 報 誠に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
松原 壮之 令和 02年 01 月 23 日 満 89歳 
清水 貞一 令和 02年 06 月 07 日 満 87歳 
田上 孝  令和 02年 06 月 18 日 満 86歳 
梅田 實  令和 02年 06 月 20 日 満 92歳 
 

編集後記 香川さんの生誕地台湾訪問は、一生忘れら
れない感動と涙の旅となりましたね。台湾人の日本人
に対する好意の原点は、統治時代の香川さんのお父さ
んをはじめ日本人の尊敬に値する台湾人への行動の素
晴らしさにあったのですね。大津さんの写真ライフを
読んで、各地の桜名所、東北の桜ルート、日本の三大
桜等その近くの名湯温泉宿を楽しみながらカメラ、ス
ケッチブック持参で旅する気になってきました。早く
新型コロナが終息してほしいですね。 谷口 正俊 

年会費納入お忘れの方にお願い 
会費(同好会費含む)の納入をお忘れの方は、

お早めに納入くださるようお願いします。 
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